食品表示検定　試験問題例

【例題１】
次の文章の[　ア　]の部分にあてはまる最も適切な語句を、①～④の中から１つ選んでください。

原料原産地表示が義務付けられた加工食品は、加工食品品質表示基準で定めた２２の食品群と、個別の品質表示基準で定められた野菜冷凍食品、[　ア　]、うなぎ加工品、かつお削りぶしの４品目である。
①調理冷凍食品　　②トマト加工品　　③農産物缶詰　　④農産物漬物

【例題２】
「遺伝子組み換え食品の表示」に関する次の①～④の記述の中で、その内容が最も適切なものを１つ選んでください。
　①遺伝子組換え食品については、ＪＡＳ法及び健康増進法により表意が義務付けられている。
　②国内で生産された遺伝子組換え食品は安全性審査を受けているが、輸入された遺伝子組換え食品は安全性審査を受けていない
　③表示対象加工食品を原材料として使用した食品はすべて、遺伝子組換え食品の表示をしなければならない
　④「遺伝子組換えでない」という表示は、任意の表示である

【例題３】

次の「食品添加物の表示」についての文章の中で、[ア]～[ウ]の部分にあてはまる最も適切な語句を、下記語群の①～③の中から１つ選んでください。
　食品添加物の表示方法として、次の３つがある。
(１)物質名による表示
(２)保存料や、[ア]のように、[イ]を併記する表示
(３)使用目的がはっきりしており、個々の成分まで表示する必要性が低いと考えられる[ウ]による表示

[ア]①酸味料　②調味料　③甘味料
[イ]①物質名に用途名　②物質名に一括名　③用途名に一括名
[ウ]①用途名　②一括名　③簡略名

食品表示検定　試験問題　解答

【例題１】正答：④
解説：個別品質表示基準で原料原産地表示が必要とされているのは、野菜冷凍食品、農産物漬物、うなぎ加工品、かつお削りぶしの４品目です。


【例題２】正答：④
　解説：①遺伝子組換え食品の表示が義務付けられているのはＪＡＳ法と食品衛生法です。②安全性試験を受けていない遺伝子組換え食品の製造、輸入、販売等は禁止されています。③遺伝子組換え食品の原材料全体に占める重量の割合が上位３位までのもので、かつ原材料に占める重量の割合が５％以上のものは遺伝子組換え食品の表示が必要です。


【例題３】正答：[ア]③、[イ]①、[ウ]②
解説：食品添加物は原則としてその物質名を表示しますが、公衆衛生上の見地から情報として必要性が高いと考えられる甘味料、着色料、保存料、増粘剤、安定剤、ゲル化剤または糊料、酸化防止剤、発色剤、漂白剤、防かび剤の８種類は「用途名」を記述します。また、使用目的がはっきりとしており、通常製剤の形で使用されるため個々の成分まで表示する必要性が低いと考えられる１４種類の用途で使用する食品添加物は使用の目的を表わす「一括名」で表示することが認められています。

